
令和３年度図書館ミーティング
（マジミエ図書館Z）

基本コンセプト

～よりあい つながる 本の城～

目指す図書館像

①市民の多様な興味・関心に応え、市民の活動を支える図書館

②未来を担う子どもたちの成⾧を支える図書館

③インクルーシブ社会の基礎となる図書館

④ICTを活用した便利な図書館

⑤ネットワークを支えるハブ図書館

⑥「世界に一番近い城下町」にふさわしい図書館

⑦「本」を通じた学び・出会い・つながりを創出する図書館

⑧オープンで誠実に、市民と一緒に創る図書館

産・官・学・民、みんなが講師

「データでひも解く岸和田
と図書館」（図書館⾧）

「シン・岸和田市立図書館の
言いっぱなし理想交換」

（市民・七野さん）

「岸和田図書館の93年～世界初!
城型図書館てなんでやねん!」

（初代図書館司書）

「図書館に指定管理
ってどうなん?」
（桃山学院大学講師）

いつでも出入り自由な
オープンな場

「よりあい つながる 本の城」
寄り合い、つながり、ゆるく解ける図書館を目指します。

岸和田らしい新しい図書館のコンセプトを
みんなで決定! 市制施行100周年記念

「岸和田市立新図書館整備
推進事業」、令和４年秋の
シンポジウム開催に向けて、
いろいろな立場の方が、自
発的に動き出しています!



令和３年度 マジミエ図書館Ｚ発!山直図書館みらいLABO始動!産官学民連携で既存の図書館もリデザイン始めています

【産官学民】参加者の自発的な学び・実践の場１ 見学ー現状と課題の把握ー

２ 実践ー交流の場づくりー

３ 課題共有から実践へ

11月から始動した山直図書館みらいLABO。4か月でいろいろ実現!

➀動画クリエイター講座
→ゆめみヶ丘まちびらき
フェスタ撮影がゴール・6回講座）

②古民家活用でつながろう
→地域の人×市職員で課題を
一緒に考える場づくり

⓷竹×図書館×学生
→ゆめみケ丘岸和田まちびらき
フェスタと山直図書館で、
建築学科学生の作品展示）





山直図書館みらいLABO
・動画クリエイター講座開催
・学生×地域×図書館の協働
・空き家・古民家についての情報交換
の場→交流の場を提供する

本棚リレー
地域で活躍する人に本を紹介してもらい、
図書館で展示→リレー方式で展開→地域の人とつながる

岸和田まちライブラリー
の展開
まちライブラリー＠猿と
モルターレ
（山直中町）

山直図書館
みらい
LABO
（実践中）

山手の
公共施設のあり方
整理

スマートモビリティ
ゆめみヶ丘等との連
携

マイクロ
コミュニティ

知る

創る

考える
山直市民
センター
（図書館）

つなぐ

つなぐ

つなぐ

高知県安芸郡北川村「みんなの学園」イメージ

地域の人と創る新しい時代の地域コミュニティ・情報の
拠点としての複合施設の中の図書館

→マイクロコミュニティとつながる

生涯学習支援チームと、
山直図書館みらい
LABOの連携・公民館
の在り方検討

山手地域の公共施設のあり方整理

市民センター（図書館・公民館機能）運営手法検討

参考：生駒市

令和４年度 山直図書館みらいLABOを継続 新しい図書館のモデルケースとなるよう、引き続き取り組みます。

・地元の魅力を伝える
地域住民クリエイター
の育成

→コミュニティビジネス×
市民センターの運営手法検討


